
第 5 章 遺構の考察 

Ⅰ 遺跡の構成 

2 次にわたる京都大学病院構内の 発掘調査によって 出土した大量の 遺物について ，各遺 

構から出土した 良好な一括資料を 中心に，遺物整理を 行ない，型式学的な 検討を加えた 成 

果を前章でまとめた。 その結果，あ る程度まとまった 資料を出土した 遺構に関しては ， 遺 

物の編年を前提として ，その消長時期の 検討が可能となった。 出土遺物からみた 遺構年代 

観を表 20E 示す。 

遺構の種類としてほ ， 溝 (SD), 井戸 (SE), 土塊 (.SKm など遺物を多く 出土し， 表中 

に 掲載することができたもののほかに ，建物 (SB), 柵 <SA) およびその他 (Sx) があ る。 

溝 ・井戸からの 出土遺物は種類に 富むのに対して ，土塊 ( 土器 溜 ) では土師器が 大多数を 

占めることが 多い。 また，土器 溜 のように遺物が 一括して投棄された 遺構や， 溝 SD Ⅱの 

ように時期の 異なる数 層 の珪土を持ち ，長期にわたって 存続した遺構もあ る。 そのうち 溝 

0 年代観について ，遺物のうち 最も新しい時期のまとまった 資料 は ，その廃棄，埋没の 年 

代をほ ば 示すものと考えられるが ，それより遡るとみられる 遺物をど う 扱 う かには問題が 

残る。 ょり古い時期の 資料はその遺構の 存続年代を反映するものとも 考えられる。 しかし， 

遺構の年代の 上限を遺物に 求めるのは危険であ り，ここで は 遺跡全体の構成やその 変遷を 

表 20  出土遺物からみた 遺構の年代 

          

平安京Ⅲ 期 平安京Ⅳ 期 中世京都 1 期 中世京都 U 期   
古 中 新 古 中 新 古 中 新 古 中 新 古 中 耕   

S 三 225 S 三 22 S 三 26 SE 体 下 S 巨 l ユ S 三 08 S 三 l5 S 三 03 

S 巨 40 S 三 229 S 圧 l8 上 S 三 l9   
S 巨 30 SK03 SK04 

SK09 
  SK10 

SK12 
SK02     SK08   

SDl Ⅰ SD Ⅱ 下 SD Ⅱ 中 SD Ⅱ 上 SD08 SD23-1.   SD24 
SD 田 SD13 SD06 SD05   

SD23T SD03 soot 

SD12   
SD09 



90 遺構の考察 

辿る中で検討を 加え，無理のないところを 採ることにした。 

このようにして ，各遺構を編年的に 整理してみると ，それぞれの 時期に応じた 遺構の配 

置を想定することが 可能となる。 一方，前章第 4 節で考案したよらに ，遺物の総量の 時期 

別 変化をみると ，平安京Ⅲ 期 前段階から中世京都Ⅱ 期 前段階までの 間に，ほぼ 3 度の増減 

( ピーク ) を認めることができ ，これに中世京都Ⅲ 期 と近世京都Ⅲ期を 加えて， 本 遺跡の 

形成過程を 5 期に区分して 把握できる可能性があ る。 ここでは，それぞれの 時期における 

遺構の配置を 復原的に整理してみた。 

CD) 第 1 期 ( ェ Ⅰ世紀末～ 12 世紀前半，図 23) 

平安京Ⅲ 期 前段階にはじまり ， N 期首・中段階を 中心とする時期。 遺跡西北部を 中心に 

S  E  l3,  S  E  25,  S  E  22,  S  E  40 ， S  E  2g,  S  E  30 ， S  E  26,  S  E  O4 など多数の井戸が 掘 

られ，東南部では ， SDlo に続いて SD0g, SDl8 が形成される。 SDl2 もすでにあ った 

ようで，その 南側には SK0g といった土塊のほか ，柱穴と考えうる 小坑が 見られ，すでに 

建物の痕跡も 認めうる。 なお， SE26 との切合い関係からみて ， SD23 はまだ現われてい 

ない時期とする。 Ⅱ世紀末から 12 世紀前半までの 状況であ る。 

C2) 第 2 期 Kl2 世紀後半～ 13 世紀末，図 24.25) 

平安京 N 期中段階から 新段階にかけて ，第 1 期との画期を 認める。 すなわち SE26 が 埋 

まった後に SD23 が掘削され，井戸 は その溝の西北に 集中する。 SD03 は，遺物こそ 平安 

京 Ⅳ期にまで遡りえないが ，この溝は SD23 に連続するものであ り，同時に開削された 遺 

構 とみなしたい。 さらにこの時期の 中心となる遺構は ， 新たに現われる SD Ⅱと SDl3, 

第 工期 よ り存続する SD0g であ る。 SDlU は東西幅が広く ， 肩が直線的でない う えに，近 

辺に小規模な 石組がみられたりすることから ，単なる溝ではないと 思われるが，これが 池 

のような造園的なものであ るという確証は 得ていない。 この遺構の北方は 末調査のままで 

あ るため，最終的な 判断は将来 に 譲りたい。 SDl3 ほ Snll に流入する痕跡をとどめ ， S 

mi の南端と SD0g との間は不連続であ って， SDu で溢水した場合にその 水が Snog に 

流れ込んだらしい。 これらの遺構は ，中世京都 1 期の中段階にはほ ぼ 埋まったよ う で ，そ 

の時点までを 第 2 期の前半とする ( 図 24) 。 この時期の遺構としてほ ，他に SD0l, SD02, 

SE07, SE08, SE0g, SEl2, SEl4, SEl6, SEl7, SEl8, SElg, SE24 な 

どが併行する。 このように， 本 遺跡のうちで ，遺構の形成が 最も盛んでかつ 最も無寄りに 

まで，生活 痕 をとどめるのがこの 時期であ る。 ただし SD03 と SD0g とほともに方位を 

2 。 一 3 。 西へ 振る溝で，両者のあ いだに，この 時期の顕著な 遺構がない。 第二次調査直後の 
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図 23 第 1 期の遺構配置 図 
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図 24  第 2 期前半の遺構配置 図 
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時点では， SDO3 と SD02 とを対にして ，この SD03 を道路の東側に 沿 う 側溝と考えよう 

としたが ( 東大調査会 77 コ， この溝の東側 5D09 までのあ いだも， これと併行する 時期の 

遺構はまったく 希薄であ り，そのあ いだを道路敷と 考えることも 可能であ る。 しかしそ 

の場合， 道 幅は大路なみとなり ，問題が残る。 いずれにせ よ ，路面自体を 検出していない 

ので，現時点では 判定し難い。 

SD0g, SD Ⅱが埋まり， SD03 はかろうじて 存続していた 時期を第 2 期の後半とする 

( 図 25) 。 一時的に遺構の 密度が希薄になり ，不定形の特異な 平面を有する 溝 SD06 が 現わ 

れるほか SK02, SK07 など，土器の 投棄 坑 かと考えられる 土塊 が 若干存在する。 また， 

第 工期から続く 西北部の井戸 群は ，まだ存続している。 

結局，第 2 期は，平安京 N 期中段階ごろから 中世京都Ⅰ期首段階を 中心とし 12 世紀後 

半から 13 世紀末までということになろ う 。 

(3)  第 3 期 (14 世紀，図 26) 

溝 SD08 とこれに接続する 溝 SD04, SD05, SD07, 井戸 SE03 がおもな遺構で ，後 

半 には大量の土師器を 投棄した土塊 SK08, SKl0 のほか，回廊状の 建物 SB0l が 現われ 

る。 SD08 は， 前 時期の SD0g や SD03 に代わる南北方向に 長く続く溝であ るが，この第 

3 期の中では比較的早い 段階で埋没したものであ るらしい。 またこの溝は 直角に折れて S 

D05 とひと続きの 遺構となっており ，その 西 延長上に石組 SX02 があ る。 性格 は よくわか 

らないが， SD05 の端部を形成する 石組かもしれない。 

一方， ano4 は東端で SDO8 を介し，北の SD05 東端に接続するが ，その位置で 海底面 

に段を生じており ，同一時期の 掘削とは考え 難い。 SD04 出土の遺物ほ ，年代にも幅があ 

るようで， こちらを時期の 降る遺構とみている。 この SD04 は両端で南へ 折れ曲がるよ う 

で ， しかもその内側 E, SK04 など，柱穴を 思わせるような 小坑が ，不規則ながら 存在し， 

この溝が建物に 体な う ものであ る可能性を残す。 

唯一の建物遺構 SBOl は，層位の う えからこの時期も 後半のものと 考えうるが，時期的 

にも性格に関しても 決定的な資料に 乏しい。 ただ，この北端のすぐ 西側でこれよりやや 下 

位 よ り検出した小城 に ，青銅製の火舎香炉と 六器が埋められており ， SBOl も宗教建築の 

遺構であ った可能性があ る。 

以上の第 3 期の遺構は 14 世紀の前・中葉に 形成されたと 考えうる。 

(4)  第 4 期 (15 世紀，図 26) 

14 世紀後葉，中世京都Ⅱ 期 前段階をもって ，本調査区の 平安時代以降形成された 遺構 群 
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図 25 第 2 期後半の遺構配置 図 
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図 26  第 3 . 4 期の遺構配置 図 
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ほほぼ終末を 迎える。 かなり大がかりな 整地によって 耕地化が進むのがそのころなのであ 

ろう。 ただし 15 世紀後葉の中世京都 T 期 前段階で，遺跡西北部に 南北方向の溝 SD24 が 

現われ，同時期に ， SD23 が掘りなおされた 形跡があ る。 同じ遺構面に ，柱穴らしい か 坑 

を多数検出している。 溝 中からは，羽釜， 鍋類 が多数出土していることから ， ごく近くに 

住宅建築の存在を 想定し ぅる 。 SD2W は方位を真南北方向にとっており ，医学部構内発見 

の 遺構 群 ( 東大理文研 79 コ と 関連があ ると考えられる。 いずれにしろ ，第 3 期までの遺構 群 

との直接的関連性はほとんどないとみなしてよく ，短期間で廃棄されたものらしい。 

(5) 第 5 期 (19 世紀，図 7) 

第 4 期の遺構 群 が埋没した上層には ，厚く耕作土が 堆積し， この地は，近代を 迎えるま 

で長く耕地であ ったことをうかがわせる。 ただ，耕作に 体なう遺構としてほ ，古い時期の 

ものがなく，近世も 終末段階のころの 遺構に限られる。 これが第 5 期の遺構 群 であ る。 井 

戸と 野壺のほかに 溝 SD26 および少なくとも 69 列を数えうる 柵と ラチス 状 遺構と呼んでい 

る規則的に並ぶ 矩形の浅い士 坑群 があ り， これらの組合せ 関係を倹 記 することによって ， 

当時の地割や 地籍境界をあ る程度まで推定することがで き ，第 2 章第 2 節でその境が 道路 

図 27  『新撰増補東大会 図 』 C 元禄 4 年 ) にみる調査 区 周辺 
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であ った可能性を 指摘した。 明治 20 年棚図の地図 ( 図 いや，慶応年間の 京絵図にこの 道は 

みえないが，元禄 4(1691) 年刊行の京大絵図 ( 図 27) や， 鴨東 を鳥敏した宝暦年間 C1751- 

64 年 ) の『花洛名勝図会東山文部』にほ ，荒神口の東から 熊野神社の北に 出て黒谷に至る 道 

が描かれており ，今回推定している 道筋が，事実存在していたことを 裏 づける。 
  

ここで， この道が，下層の 溝 Sno3 に被い重なっていることに 気づく。 溝 SD03 は， 溝 

SD23 に連なり，平安末期に ，街路に併行して 設 げられたと考えている 溝であ る。 この溝 

はまた，第 4 期すなわち室町後期のあ る時点で再度掘られた 形跡も認めている。 この溝は 

地籍境界として ， この地の土地利用を 規定したものと 考えられるが ，境界として 近世に至 

っても影響を 与えており，上記の 重なり合いは ，その結果によるものであ ろう。 

2  遺構の変遷と 白河北殿北辺の 展開 

本 遺跡において ，以上のように 遺構の構成の 変遷をとらえたが ，それぞれの 時期におけ 

る 遺構のまとまりや ，その変遷過程の う えに確認できたいくつかの 画期を，歴史上どのよ 

引 こ理解すべきか ，つまりそれぞれの 時期における 歴史的事象と 対応させつつとらえなお 

すことができないかということについて ， ここで推考してみようと 思 5C 表 21)o 

まず，当地を 含む，鴨川の 東で神楽岡 ( 吉田山 ) の西南慶一帯が ， どのよう忙して 開かれ 

ていったかを 考える。 平安京が造営される 以前， 鳴 京地域があ る程度開かれた 土地であ っ 

たことは， 北 白川廃寺や八城法観寺跡などから 明らかであ り，最近では ，神楽岡西 麓 の 京 

都 大学本部構内でも 奈良時代の住居跡が 発見されている。 さらに遡れば ，京都大学北部構 

内，同教養部構内，岡崎遺跡など ，神楽岡周辺には 縄文・弥生時代遺跡が 多数分布してい 

ることからも ， この地が早くから 人々の居住するところとなっていたことが 知られる。 平 

安 京が造営されてまもなく ，神楽岡の周辺は ，皇族や藤原氏の 別業や墓所が 営まれる地と 

なり， また，山門・ 寺門の子院 群 が東山沿いに 進出していた。 10 世紀ごろの景観を 推定し 

てみると，岡の 北には，栗田芋・ 円覚寺，天神社，岡の 東には浄土寺・ 如意 寺 ，円成寺， 

禅林寺のほか ， より岡に近い 側には延喜式に 載せる白河 陵 ・愛宕 墓 ， 後 愛宕墓など藤原良 

房にめかりの 陵墓があ り，岡の南には 東光寺や摂関家の 別業白河殿 ( 白河 院 ) が営まれてい 

た [ 岡田 80 コ 。 そして，比叡山と 如意 ケ 嶽の山間に源をもつ 白川の流れが ， 岡の東から南へ 

というほぼ現在の 流 路 のほかに，岡の 北側にもいく 筋 かの分流をなしていた ( 藤岡 78 コ。 岡 

の西方では，そのころ 高野川あ るいはその支流がまだ 広い河原を形成して ，本調査 区 付近 

まで 流路 が及んでおり ，そこに注ぐ 白川の分流とともに ，時には ょ どみ，あ る ぃほ 氾濫し 

ていたらしい。 寛和 2(986) 年に朝廷のまつるところとなって 二季 祭 が始まった吉田社は ， 
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この河原からほど 近い岡の西 麓 に座していたが ，調査 区 あ たりは，居住地としての 条件は 

まだ整わなかったようであ る。 

神楽岡西 麓 のこうした土地柄に 改良の手が加わった 痕跡と考えうるのが ，護岸のあ る 川 

SX06 であ る。 砂礫の面に貼られた 粘土の中を，すぐ 西側の砂礫 申よ り出土する土器が 示 

す 年代は ， 10 世紀末を降らない。 この護岸をまもなく 埋めるのは高野川系の 砂礫で，かつ 

その流れ 忙 南南東に向いていたことがわかっている。 その後の過程で ， さらにどの程度人 

為的な作業が 伴なったのか ， また白川による 砂礫の堆積がどのように 作用したのか 明らか 

ではないが，後述する 白河泉殿の造立からみて ，Ⅱ世紀の終りごろに は， 流れは西方へ 押 

しやられてほ ば 安定しその後背湿地が ， 池泉 として有効に 利用しながら 開発されて い っ 

  
たと考えることができる。 小河川 SX07 も，生活用水に 利用される程度の 痕跡的な流れで 

あ った。 

承暦 ェ (1077) 年 ，二条大路 末 に法勝寺が供養される。 白河天皇はこの 手の法事に体なっ 

て，寛治 7(1093) 年 ごろ，商大僧正覚円の 坊舎を御所と 定めた。 これは水石風雅な 御所で 

あ ったことから「泉殿」と 呼ばれた。 その占地を法勝寺西面から 5 町ぶんおよそ 600m は 

ども離れて，南は 二条末から北は 大炊御門 末 までとする推定 ( 杉山 62 コが 有力で，おそらく 

後背湿地の開発がその 立地を可能にしたと 考え 5 る 。 12 世紀代になって ，尊勝 寺 (1103 年 ), 

蓮華厳 院 01114 年 ), 最勝寺 (1118 年 ) と ，御願寺や仏堂の 供養があ 、 、 つぎ，熊野社の 創始も 

そのころと伝えられる。 鴨川の東，白河と 呼ばれた土地が ， しだいに都市化の 様相をみせ 

はじめていたとみることができる。 最勝寺が供養される 直前の同じ 1 ニ 18 年，白河法皇は 泉 

殿 の 比 隣，大炊御門大路 末 をはさんで新しい 御所を設けた。 これが「白河北殿」であ る。 

大治 3(1128) 年には 円勝 寺の供養もあ り，翌年にほ 北殿が改造拡張される。 御所の新造， 

改造の直接の 契機が何か ， 明らかではないが ，あ いつぐ院や女院の 御願寺の造立によって ， 

白河における 院の御所の利用頻度はますます 高まっていたことであ ろう。 白河北殿の位置 

に関して，大炊御門 末 をはさんで泉殿とほ ば併 立していたことを 除いては， F 保元物語』 

以外に依る史料があ まりない。 それによれば ，北の門 は 大炊御門 末 01 町 北 春日小路 末 に 

面している。 ただ， 『愚管抄』中の「白河 / 中御門河原ニテ 千鉢 / 阿弥陀堂 / 御所トキコ 

ュルサ シキ 殿ト云 御所 ヘワタラセ 給ェケリ」との 記述 や ，大治 4 年の改造記事から 北を中 

御門 末 までとする可能性が 指摘され，杉山信姉は 北殿を 2 町四方とする 推定図を提示して 
  

いるが，積極的にこの 案をとることはできない。 北殿の東西を 限る史料となるとさらに 乏 

しい。 『保元物語』は ， 西は河原に面していたことを 示唆するが，同時に「院の 御所の西 ， 
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藤 中納言寒威卿の 宿所に云々」とも 載せる。 いずれにしろ 南殿の北という 地点からずれず ， 

河原にほど近いところであ ったという推定にとどめざるをえない。 

この北殿に関して ，その敷地内にどのような 建物が配置されていたか 知りえないが ，南 

殿を蓮華厳院という 九体阿弥陀堂と 一体となった 御所ととらえるのとは 少々 趣 ぎを異にす 

る 。 ただ，北殿ょ り 西で冷泉天と 春日天との間に ，長承 ェ (1132) 年 造立の阿弥陀堂 宝 荘厳 

院を置くという 杉山の考証があ り， 『保元物語』では 北殿， 宝 荘厳 院 ともに西を河原に 面 

しているごとく 記述されており ，南殿と蓮華厳院との 関係と同様，保元当時には ， 宝 荘厳 

院の敷地を北殿と 一体のものとしてとらえることがあ った可能性も 否定できない。 さらに 

北殿の東隣には ，長承 ェ (1134) 年に院の別当藤原頭 頼が 「白河北殿 東 御所」なるものを 造 

進しこれが康治 1Q142) 年に御堂として 供養され，のち 仁平 工 (1151) 年にはその池の 中 

島に多宝塔が 造立されている。 この間，北殿およびその 近辺の市街地の 動向にかなりあ わ 

ただしいものがあ ったことは，史料中の 火災の記事からも 伺い知れる。 天養 ェ G144) 年 5 

月 には北殿自体が 焼亡するが，同年 10 月にはただちに 再興されており ，北殿がそれだけ 緊 

要な御所であ ったことが察せられる。 久安 4( ェ ]L48) 年には北殿北辺に 火事があ り， 顕 頼の 

宿所ほかが焼亡した。 この火災でも 復旧は速やかであ ったに違いない。 

そして保元 i(1156) 年 ，保元の乱を 迎える。 この乱は，以後の 政治史を大きく 方向 づ げ 

たという点で 重大な出来事であ ったには違いないが ， 乱 というにはあ まりに短期間であ り， 

戦場は北殿近辺に 限られ，決して 白河一帯が戦火にさらされたとい 5 ものではなかった よ 

ぅ だ。 北殿と双斎院 ( 統子 内親王 ) 御所が焼亡したというが ， 宝 荘厳院は罹災からま ぬ がれ 

たのか，少なくとも 承久 3(1221) 年に火災を被るまで 堂舎は存続していた。 とはいえ，乱 

の前後において ，市街地の営みの 活発さには，史料に 現われる限り ，その差は歴然として 

いる。 乱 後，北殿はもはや 再興されることなく ，跡地には平治 ェ (1159) 年に千 鉢 阿弥陀堂 

が 清盛 によって造進され ，元暦 ェ (1184) 年には粟田宮崇徳院 廟が 創始されるものの ，史料 

にみる白河の 地に関する記事はめっきり 減り，しかも 各種罹災記事はあ っても，再建・ 復 

興の様子はまれになってしまう ( 表 13.21)0 

本調査 区 の 第 工期と第 2 期の遺構 群は ，白河における 街区の形成と 保元の乱後の 衰退の 

過程としてとらえることができよう。 しかし，その 画期をちょうど 乱をもってあ てること 

が妥当かど 5 か 検討を要する。 遺跡は，土師器の 時期区分による 平安京Ⅳ期中段階ごろか 

ら 中世京都 1 期首段階すなわち 12 世紀後半から 13 世紀前葉にかけて ， 北へ 拡大しており ， 

保元の乱直後に 多くの遺構が 廃絶した状況ではない。 ここで乱が白河の 街区に対して ， 決 
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表 21 調査 区 周辺に関する 文献記事㈹ 

  

  

 
 

  

 
 

永
安
元
保
治
治
天
犬
 

 
 

  

 
 

事 項 

白河天皇即位 

法勝寺事始 [ 法勝寺金堂造営 記 コ 

法勝寺阿弥陀堂本件 始 [ 法勝寺阿弥陀堂造立日時 定記 コ 

法勝寺金堂・ 講堂ほか供養 ( 承暦元年法勝寺供養 記コ 

法勝寺塔・薬師堂など 供養 ( 朝野稗 哉 ) 

増誉白河 房 ( 聖護院 ) [ 後二条師道 記 コ 

法勝寺常行堂供養 ( 水 左記 コ 

白河法皇による 院政開始，堀河天皇即位 

法勝寺常行堂御所 ( 中右記コ 

党 円 坊を法勝寺御所とする ( 白河泉殿 ) ( 中右記 コ 

尊勝寺金堂など 供養 ( 堀河 御願 ) 

増誉僧正熊野 社 創始 

尊勝 手 阿弥陀堂など 供養 

鳥羽天皇即位 

法勝寺 曇陀羅堂 供養 [ 百錬抄 コ 

白河泉殿内に 阿弥陀堂供養 ( 蓮華 蔵 院 ) C 白川御堂供養 記コ 

白河泉殿改造 ( 殿暦コ 

白河 御塔 ( のち最勝寺 ) 供養 

最勝寺金堂，薬師堂供養 ( 鳥羽御願 ) 。 白河北殿造営 [ 中右記コ 

法勝寺小 塔院 供養 

法勝寺の北に 白川新御堂建立。 崇徳天皇即位 

両隣 寺 事始 

両隣 寺 三重 塔 供養 

円 勝手五重塔，姉重 塔 供養。 法勝寺西大路神楽岡へ 延長 

円 勝寺 供養 ( 待賢門院御願 ) 

白河北殿改造。 鳥羽院政。 最勝寺五大堂供養。 証 菩提院供養 ( 篤子 御願 ) 。 

白河天皇 没 

最勝寺五大堂再興。 蓮華厳院に新阿弥陀堂 と塔 供養 
宝 荘厳 院 供養。 得 長寿 院 供養 

白河北殿 東 御所造営 ( 百錬抄 コ 

成 勝手供養 ( 崇徳 御願 ) 

法勝寺九重 塔 修理 ( 百錬抄 コ 

近衛天皇即位。 歓喜光 院 供養 (H 福 門院御願 ) 

白河東 小 御堂供養 [ 本朝世紀 コ 

金剛 勝院 ・押小路殿造営 ( 美福門院御願 ) 

白河北殿焼亡，直ちに 再興 

二条十一面 堂 

延 勝手事始 
白川北殿北辺の 御所 預 東市正正経 宅 ， 故 民部卿 顕頼 宿所 丼 小屋が焼亡 

( 本朝世紀 コ 

延勝 寺金堂・塔など 供養 ( 近衛御願 ) 。 得 長寿 院 修理 
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調査 区 周辺に関する 文献記事 (2) 

  

  

 
 

  

  

 
 

  
弓 " 項 

東 御所に宝塔 ( 本朝世紀 コ 。 福勝院 供養 ( 高陽院御願 ) 

福勝院 三重 塔 供養 ( 兵範記コ 

後白河天皇即位 

保元の乱。 北殿，斎院御所焼亡 

二条天皇即位。 後白河院政 

平清盛， 千鉢 阿弥陀堂を造進 ( 百錬抄 コ 。 平治の乱 

延 勝手阿弥陀堂供養 [ 本朝 世 % 己コ 

成勝幸 阿弥陀堂供養 

六条天皇即位 

法勝寺不動聖供養 ( 百錬抄 コ 

高倉天皇即位 

法勝寺九重播落雷 

法勝寺九重播落雷。 尊勝寺僧房火災 
法勝寺九重播落雷 

法勝寺九重 搭 大風で破損 ( 平家物語 コ 

安徳天皇即位。 福原遷都 

粟田宮創始 ( 古記 コ 

大地震，法勝寺法華堂を 除 き 顛倒 ( 古記 コ 。 得 長寿 院 ， 宝 荘厳 院 回廊など 

顛倒 
後白河法皇投 

法勝寺九重 搭 雷火で焼失 

法勝寺九重 塔 再建 

尊勝寺南大門，風により 顛倒 
尊勝寺西塔焼失 [ 百錬抄 コ 。 最勝寺塔焼亡 

承久の乱。 六波羅探題設置。 宝 荘厳 院 焼亡 C 百錬抄 コ 

尊勝寺金堂顛倒 [ 百錬抄 コ 。 歓喜光院破壊 [ 明月前 コ 

尊勝寺東塔炎上 [ 明月評 コ 

法勝寺円堂，群盗により 破壊 ( 明月評 コ 

粟田宮東方へ 遷座 

延 勝 手 阿弥陀堂焼失 [ 葉黄記コ 

粟田宮焼失，再建。 崇徳院御影堂の 初見 

粟田宮損壊 
尊勝 寺 再建の儀 

歓喜光 院 再興 

元弘の乱 

粟田宮焼亡 
神楽岡城の合戦 

法勝寺金堂など 火災。 再建の儀 

吉田社に神領寄進 [ 将軍議 満 寄進状 コ 

熊野神社境内管領を 聖護院に命じる 
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定 的な破壊をもたらすことがなく ，その主戦場が 本遺跡地まで 及んでいなかったことを 考 

慮する必要があ ろう。 あ る程度被害が 及んでいたかもしれないが ，当初は，それまでの 災 

害の経験と変わらず ， しばらくは復興の 動ぎを示していたとしても 不思議はない。 むしろ， 

白河 千鉢 阿弥陀堂の造営や 粟田宮の創始は ，街区再編を 促したと想像しうる。 第 2 期の端 

緒 と考えている 溝 SD03, SD23 匹沿って推定できる 街路の設置も ，そうした動きの 中で 

とらえて よ いのであ ろう。 

瓦の出土状況についてみると ， 第 工期の遺構に 共 伴 する軒瓦 類と ，第 2 期前半に属する 

ものとがあ る。 ただし，建物に 関係する遺構に 伴うものはなく ，瓦葺の堂宇が 本調査区内 

に存在していたということにはならない。 軒瓦は本調査 区 では南へいくほど 多く出土をみ 

ることから，瓦葺の 堂宇は本調査区の 南方にあ ったと推測できる CP59 表 3) 。 北殿焼亡以 

前においてほ ，長承 1( Ⅱ 32) 年 造立の宝荘厳 院 ，康治 ェ (1142) 牛 供養の北殿東小御堂やそ 

の中の多宝塔があ り，ほかには 北殿の築地塀も 瓦で葺かれていたと 考えてもよいであ ろう。 

また，北殿の 北辺にあ り久安 4(1148) 年に焼亡した 記事のあ る，東山御堂を 寄進した藤原 

頭頼の宿舎にも 瓦が葺かれていた 可能性も考慮する 必要があ ろう。 他方，北殿焼亡以後は ， 

宝 荘厳 院 のみが承久 3(1221) 年 まで残るものの ，北殿の跡地には 十体阿弥陀堂が 清鑑によ 

って造進される。 退転の経緯は 明らかではないが ，供養されたのは 平治 ェ Q159) 年のこと 

であ る。 

さらに降って 元暦 ェ (1184) 年に栗田社が 創始される。 創建当初， もと崇徳院が 所持して 

いた鏡を神体とし ， 同じく普賢像も 合せて祀られたとい 5 が， この社殿とほ 別に崇徳院 御 

影堂が建てられ ，康元 1(1256) 年には青蓮院門主が 倹 校に 補せられたという [ 西田 30 コ。 お 

そくともその 時までには御影堂が 存在していたのであ る。 その宮の位置について ，口舌 記 』 

は 「 以 春日河原 為 其所，保元合戦 之時 ， 彼 御所跡地」とし ， n 源平盛衰記』にほ「春日 ガ末 

ノ北 ，河原 / 京也，此所 " 大炊殿 / 跡 先年 / 戦場 也 」とあ り， いずれも北殿のめった 場所 

をさしている。 しかしその場所では 鴨川の氾濫の 危険があ ったため，嘉禎 3(1237) 年 東方 

へ宮を遷したことが『百練抄』にみえる。 もともと北殿の 跡地であ ったとすれば ，常に 洪 

水の危機にさらされていたとも 考えられず， また北殿 跡 には，すでに 千鉢 阿弥陀堂がその 

地点を占めていた 点から転官はかなり 河原寄りに創建され ，干珠阿弥陀堂がはやくに 廃 

絶した跡に遷されたと 考えてはどうであ ろう。 『山城名勝 点 』は崇徳院御影堂の 旧地を 

「桂二鴨川東聖護院 森 西北車道南一也」と 伝えて， 現 京都大学病院構内の 南あ たりに比定 し 

ている。 福山敏男は，諸記録から 嘉禎の移転後の 位置を丸太町道新道南側付近と 推定し ， 
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創立当時は移転地の 西 1 町～ 2 町ほどの地点とした [ 福山 77 コ。 

以上のように ， 第 工期と第 2 期の遺構 群 とは共通する 時代背景をもち ，雨期の主要遺構 

の方位が 2 。 一 3 。 西へ 振ることも共通している。 その方位は，推定最勝寺地築地助や ，推定 

尊勝寺南大門跡の 方位と同じであ り， はずれに近いとはいえ ，白河の地に 新しく形成され 

た 街区の中の遺構としてとらえることができる ( 岡田 79 コ。 結局，院の御所が 焼亡したのち 

も， 鴨 東白河の市街を 維持する基盤は ，遺跡の うえ でみるかぎり ，ただちに 大 ぎく崩れる 

ということはなかったといえよう。 しかしそれも 長く は 持続せず，遺構の 変遷における 第 

2 期後半の状況によれは ， 13 世紀中葉以後は 極度の衰微 期 に至ったとみることができる。 

つづく 14 世紀にはいり ，鎌倉幕府に 両統迭立の議がおこり ，やがて足利氏が 再び京都に 

政権 を う ちたてて南北朝時代が 始まる。 この頃 ，にわかに活気をとり 戻すかのように 木遣 

跡 には再び多くの 遺物・遺構が 集中する。 第 3 期の遺構 群 であ る。 第 2 期までの遺構にく 

らべると， 溝 SD05. SD08 とこれにつらなる 溝 SD04 など，その方位はずっと 真北に近 

くなっており ，井戸も SE03 ただ 1 基のみ検出されたにとどまり ，白河の街区にくみこま 

れ たかつての遺構 群 と様相を異にする。 ただ，第 2 期の溝 SD03. SD23 に沿って想定し 

た街路が ， 道の存続はともかく ，地割の う えで 溝 SDO8 を制約しているよさに 思われる。 

14 世紀も末のこととして ，熊野 社 境内が南は大炊御門 末 ，北は近衛 末 に及んでいたこと 

はすでに触れた ( 第 1 章第 2 節 ) 。 ただし「崇徳院，大吉祥 院 敷地」を除くことが 同じ史料 
  

中にあ り，粟田宮が 存続していたことが 知られる。 粟田宮は嘉禎の 東遷ののち， 康元 ェ 

(1256) 年と 建武 ェ (1334) 年の少なくとも 2 度の火災を受げながらも ，再三にわたって 復さ 

れ ，応仁 1(1467) 年の乱による 焼亡まで衰えなかったという ( 西田 30 コ。 この熊野性境内は 

久寿 2(1155) 年には 福勝 院を含んで近衛の 丸まで及んでいたのであ るか 9, 200 年余を経 

て，その北限が 南へ押しやられたことになる。 それに対して ， 『京都切目 誌 』が伝える 永 

徳 4(1384) 年の吉田社の 社領は ， 南を近衛 末で 限っており，当時近衛 末 が両社境内を 境す 

る形になっていた。 12 世紀末から 14 世紀にかけて ， 福勝 院や粟田宮のほかに ，鴨川の東で 

神楽岡までの 間には，源頼政の 宿所や勧修寺家 流 吉田家の第宅・ 菩提所などが 史料のうえ 

から知られているが ，それらが退転してゆく 一方で， 14 世紀を通じてこの 一帯は吉田社と 

熊野社を軸として 再編されつつあ ったとみなすことができる。 遺跡の密度の 点でもこの時 

期には，京都大学構内では 医学部構内の 方が病院構内をしのぐ よう になり，吉田近衛 町 に 

おいても大量に 同時期の土器を 出土する遺跡が 報告されている 掠 都府教委 78 コ 。 

第 3 期の遺構 群は ついては， こうした時代背景をとらえることはできても ，それ以上に 
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具体的な解釈を 及ばすことはできないのが 現状であ る。 この時期以降，当地は 田畑化が進 

んだものと考えており ，第 4 期の遺構といっても 溝 SD24 とその周辺の 小 坑群 が一隅にみ 

られる程度で ，それも ェ ． M 世紀後葉の短時日のことであ る。 この時期の遺跡の 中心はもっと 

此 ないし 東 寄りに想定するほかない。 院政期の白河の 中心を占めていた 南の六勝寺付近は ， 

応仁の乱がその 衰亡を決定的にして ，荒地または 田畑化が進行した よう であ るが，本調査 

区 付近では，それよりはやくに 市街地は消滅したとみなすのが 妥当であ ろう。 

第 5 期の遺構はもっぱら 耕作にともなう 遺構で，京都大学の 施設が現われる 明治 30 年代 

までの景観を 想起させる。 近世後半には 熊野神社門前に 家並が現われ ，北には吉田社も 庶 

民信仰の間に 根をおろし京都らしい 景観がみられたことであ ろう。 そこで，洛中から 鳴 

東 にわたる道筋がどうなっていたかを 考えると，双に 述べた荒神橋付近から 本調査 区 の 南 

へ 通じる道に思いあ たる。 荒神口はその 名のとおり，近世はじめより 洛中から 鴨東 に通じ 

る 要所であ った。 そこから北東へ 白川道となり ，その途中から 吉田社の参道が 東へのび， 

また北へ別れて 修学院方面に 通じた。 元禄 4(1691) 年版の京大絵図をみると ，三条より 北 

で 鴨川にかかる 橋 としては，二条 橋と 今出川 橋 との 間は 荒神橋のみであ る。 当時熊野神 

社へ至るにはその 東 詰から南下するか 二条河原から コヒ 上する以外に 道はなかった。 荒神橋 

が古くから恒常的な 橋であ ったことは，近江から 北国に通じる 白川道の重要性から 容易に 

想像し ぅ るが，暦仁 ェ (1238) 年に入道兵庫頭重 房 なる者が「鷹司河原 橋 」を勧進し， 2 年 
  

後にその供養があ ったという『百錬抄 コの 記載がこの橋の 重要さを裏 付ける。 その頃 なら 

ば ，おそらく白河北殿北辺に 通じていた第 2 期の南北街路があ ，っ たはずで，その 道は多少 

ずれたとしても 第 3 期にも存続していた 可能性がっ よ いこと， さらには元禄の 絵図にのせ 

る道とも一部重なりあ ぅ ことはすでに 述べたところであ る。 そして宝永 2(1705) 年の序を 

もっ『花洛名勝図会東山之 部臼 にも二条 橋 のすぐ北の橋は 荒神口にかかる 橋で，それらし 

い 道筋が描かれている。 ところがこの 宝永頃 の図には，その 道とは別に，熊野神社からま 

っすぐ西に延びる 道が鳴 東は つきあ たり，そこに 鳥居をおいている。 門前には家並もみえ 

る。 この後まもなく ，丸太町通りに 鴨川をわたる 恒常的な橋が 設げられたであ ろうことほ 

想像にかたくない。 そ う すれば，荒神橋から 熊野神社に至る 道の機能はほ ば 失われるわけ 

で，幕末頃 の図にはこの 道がみられなくなることも 肯 げるのであ る。 

5  遺跡の歴史的性質 

前節では，平安時代から 近世の初頭に 至るまで，遺跡周辺地域の 歴史的展開の 中で，遺 

構群の変遷をとらえ ようと 試みた。 史料から辿り ぅる 歴史的環境を ，できる限り 復原 し 
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また遺構の検討から 史料に現われないこの 地域の変容過程を 明らかにできたと 居 、 ぅ 。 本節 

ではさらに，本調査 区 の冬期の遺構 辞 それぞれが示すその 性質について ， まとめることに 

する。 

本調査 区 で検出した最も 古い時期の遺構であ る護岸のあ る 川 SX06 は ， 10 世紀頃 には高 

野川糸の河川がこの 地を流れていたことを 示している。 したがって，高野川は 現在の流 路 

より， 300m ほど東を流れていたことになる。 また護岸を埋めている 砂礫には加茂川の 礫 

に 含まれる 輝緑 凝灰岩が含まれていないことから ，加茂川と高野川の 合流点はさらに 南で 

あ ったと考えうる。 平安京の造営時に 鴨川を現堀川付近から 現在の場所に 改修したとする 

読 もあ るが，今回の 調査結果からみると ，逆に平安後期の 鴨東の開発に 体なって高野川が 

西 へ移され，現在の「 Y 」字形の流 路 が形成されたと 推測できる。 本調査 区 のみならず 白 

河 街区の本格的な 開発は， この高野川の 西遷を前提としてなされているのであ る。 

調査 区 が本格的に開発されるのは ，法勝寺の建立 C1077 年供養 ) を契機とする 六勝寺・ 院 

の御所の造立と 軌を一にするⅡ世紀末から 12 世紀前葉であ る。 そして白河北殿の 創建から 

その焼亡に至るれ 18- れ 56 年に対応する 平安京 W 期首・中段階は 遺物が多い時期の 一つで 

あ り CP75 表 14), またこの時期に 比定 しぅる 瓦は出土 瓦 のうち約 1/3 をしめている。 この 

ことからこの 地が白河北殿の 北辺として開発され ，頻繁に利用されていたと 想像できる。 

この時期の遺構すなわち 第 1 期の遺構 群は ，井戸が集中する 西北部と，方位を 真北から若 

干 西 にふる溝のあ る東南部とからなり ，その配置は 遺跡が拡大する 第 2 期の遺構群の 基本 

となっている。 この時期の遺跡は 北へは及んでいず ，京都大学医学部構内や 教養部構内で 

は ， この時期の遺構はごくわずか 検出されるにすぎない。 以上のことから ， 第 工期の遺構 

や遺物を残した 人々は， 白河北殿の造営とかかわり ，院政を支えた 勢力と予想される。 

保元の乱以後， 白河北殿は再建されることなく ，院の御所は 他の地域へと 移ったが，本 

調査 区 では，遺物量に 若千の減少をみるものの ， この時期にあ たる第 2 期の遺構が多い。 

とくに本調査 区 での主要な遺構といえる 検出展 56m の溝 SD03. SD23 と，幅 4.5m の幅 

広い 溝状 遺構になる Smlm は 12 世紀後半に造作されるのであ る。 

この時期の遺構群は 主要な遺構が 出現するものの ，その基本は ，井戸が集申する 西北部 

と 方位を西に振る 溝群 のあ る東南部とからなっている。 この構成は第工期とほほ 同じであ 

り，遺構群を 形成した主体には 変化がなかったことを 示している。 ただし検出展約 56m の 

溝の出現など 街区の成立を 推定させる新たな 遺構もあ る。 またこの出現とともに 本調査 区 

より北に位置する 京都大学医学部構内や 教養部構内では 12 世紀後半の瓦がまとまって 出土 
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し ，遺構もこの 期に増加することから ，吉田近衛 町 に比定される 福勝 院の建立 Q151 年 ) と 

あ わせて， この時期に北側への 開発の波及を 考える必要があ る。 すなわち調査 区 周辺は白 

河北殿の成立によって 開発が盛んとなった 地域であ るが，白河北殿の 焼亡にはあ まり影響 

されず，逆に 北側へも開発が 波及するといえる。 これは平氏・ 鎌倉政権 の成立，承久の 変 

のよ 5 な政治変動を 経ながらも，院政を 支えた勢力がこの 地でほ健在であ ったことを物語 

っているといえよう。 

さてこの時期の 遺物では， 12 世紀後半に比定 しぅる 瓦が本調査 区 出土 瓦 総数のうち 2/3 

を 占める。 ただし 13 世紀も中葉以後の 瓦は出土せず ，造営のピークはこの 地ではほ ば 12 世 

紀に収まるものと 考えられる。 一方，土器。 陶磁器類は 13 世紀中葉にもピークがあ るが， 

これは主要遺構といえる 溝 SD Ⅱの埋没時の 投棄に よ るものであ る。 この 13 世紀中葉を境 

にして遺構と 遺物は急激に 減少する。 

14 世紀になると 遺構群の構成はがらりと 変わる。 第 3 期の遺構 群は ，方位がほぼ 真北に 

近い遺構 群 ，井戸，やや 方位を西に振る 建物，土器溜からなる。 遺構が東南部に 集中する 

という一点のみ 第 1 . 2 期の遺構と共通するものの ，溝の方位や 井戸の位置とその 集中度 

においては，それ 以前の遺構 群と 異なる。 また遺物についても 同様で ， 瓦の出土が皆無で 

あ って遺構から 出土する中国製陶磁器もごくわずかであ り，その内容に 大きな変化を 認め 

うる。 真北方位の遺構は 医学部構内でも 検出しており ，その地でもほぼ 14 世紀前業ごろに 

東へ振る方位から 真北方位へ変わることが 判明している 涼大理文研 79 コ 。 この方位の変化 

に関する文献資料としては ，呪医学部構内付近に 第宅や菩提寺をもつ 吉日 氏 ( 藤原北家勧 

修寺家 流 ) の子孫吉田定房が ， 建武 4(1337) 年 吉田から南朝のあ った吉野へと 移ったこと 

Cr 公卿補任 J), 吉田社の若宮が 延元 ェ (1336) 年に現医学部構内に 造立されたこと㏄ 京都 坊 

日誌 J), そして永徳 4(1384) 年の足利義満寄進状で 吉田社の社領の 四至が「東は 神楽岡， 

南は近衛 末 ，西は河原，北は 土御門末を限りとし ，吉田泉殿 跡 の一部」と定まったこと 

㏄京都 坊 日誌 d) があ る。 また熊野社の 四至についても 前述したよ う に，応永 3(1396) 年 

には，東は今 辻子 より 西へ ，南は大炊御門 末 ，西は河原，北は 近衛 末 であ り，すくなくと 

も 14 世紀末には神楽岡 ( 吉田山 ) よ り西はすべて ，吉田社と熊野社の 社領に編入されている 

ことがわかる。 そして， 12 世紀末から吉田に 居を構えた吉田氏が 移転することや ，吉田社 

がそれとあ い前後してその 地に人ることからみると ，すでに 14 世紀前半には ，吉田山から 

西の地域の再編が 開始されたと 推定できるであ ろう。 この ょう に考えると，方位の 変化を， 

遺構や遺物を 残した人々の 変化とすることがで き ， 12 世紀当時院政を 支えていた勢力が ， 
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このⅡ世紀前半には ， この地から追われ ，南北朝統一に 貢献のあ った吉田社，足利 家 めか 

りの僧が入室する 聖護院という 新興勢力がとってかわったのであ ろう。 さらにつげ加える 

ならば， ト部氏が吉田姓を 名のり は じめるのも，このころの 吉田菜煕からであ る。 

14 世紀末ごろ吉田山から 西では大規模な 整地があ ったようであ るが，本調査 区 では確認 

していない。 しかし， 15 世紀以後は， 15 世紀末の土師器 皿と 瓦器羽釜とを 小量出土した 海 

やピットを検出したのみで ，それ以後，居住に 関する遺構がなくなる。 遺物も近世後期ま 

でほとんどなく ， 15 世紀には本調査区は 耕地となったと 考えられる。 この状況は約 2 ㎞ 東 

北の京都大学北部構内まで 一様にみられ ，応仁の乱よりも 遡る 15 世紀初頭ごろに ，京都大 

学設立時までの 宗近郊の農村景観が 形成されたと 考えうる。 

( 注 ) 

㈹ 13 世紀にはいって 営まれた後鳥羽上皇の 白河泉殿や西園寺金経の 吉田泉殿もこうした 池 泉を利用 

したものであ ろう。 前者 は押 小路天に ( 杉山 62 コ ，後者は現今出川通り 付近から一条 末 あ たりに UJi@ 

上 77] それぞれ比定されている。 

(2)  m 愚管抄 コ の中の「中御門河原ニテ」とは 単純にそこで 鴨川を渡ったと 考えるべきであ ろう。 

(3) 車道とは車御門末の 道のことであ ることが『鈴鹿家記』にみえる。 

(4) 大吉祥 院 とは，久安 4(1148) 年に建立された ，党案僧正の 白川 肩 に営まれた堂であ る。 その位置 

は 同じ史料によって 熊野 社 近辺であ ったという以上はわからない [ 杉山 62 コ。 

(5)  厄兵範記コ 同年 12 月 17 日の条に， 福勝院 が近衛 末 にその南西門をひらいていたことがみえ ，かつ 

この院が「今熊野領邑四至内地」とあ る。 

(6)  丁百錬抄 コ 仁治 1(1240) 年 2 月 11 日の条。 


